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About Kobe University Business Plan Contest

本コンテストは、神戸大学の大学生（院生含む）を対象としたビジネスプランコンテストです。未来の起業家であ

る学生が考えた独自のビジネスアイデアを事業計画書に落とし込み、プランの実現と起業を目指します。

13：00 ̶  開会挨拶
  神戸大学副学長 産官学連携本部 副本部長 喜多 隆

13：10 ̶  審査員紹介・審査基準発表 

13：20 ̶  ファイナリスト 4チームの発表  
  （プレゼン5分、質疑応答10分、起業への思い1分） 

14：30 ̶  休　憩（20分）

14：50 ̶  ファイナリスト 4チームの発表 

16：00 ̶  休　憩（20分）

16：20 ̶  審査発表・表彰式

16：50 ̶  閉会挨拶
  神戸大学副学長 産官学連携本部 副本部長 福本 巧

17：00 ̶  終　了

KOBE UNIVERSITY BUSINESS PLAN CONTEST

神戸大学ビジネスプランコンテストについて

プログラム

賞 Awards
優勝
準優勝
企業賞

主　　催 国立大学法人 神戸大学

事 務 局 神戸大学産官学連携本部アントレプレナーシップセンター

http://www.innov.kobe-u.ac.jp/entre/

ksui-entre@office.kobe-u.ac.jp
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小学生アトピー患者の、かゆみを我慢できずに患部を掻いてしまう課題を、廃棄予定の茶葉を用
いた緑茶染めインナーシャツによりかゆみ悪化の原因となる黄色ブドウ球菌を減らし、かゆみを
抑えることで解決します。普段着ているシャツを置き換えるだけで、既存の手段より手軽でストレ
スなく課題の解決を目指します。

アトピー性皮膚炎の小学生向けかゆみを抑える緑茶染め
インナーシャツ開発事業

SkinNotes

メンバー： 竹内 悠人（農学部 4 年）／中野 拓実（経営学部 3年）／
北野 まどか（経営学部 3年）

代表：竹内 悠人（農学部 4 年）

Finalistsファイナリスト Finalistsファイナリスト

このビジネスは、地域住民が直面する「買い物の不便さ」「空き家の増加」「地域コミュニティの衰
退」といった課題に対し、空き家を活用した売店兼コミュニティスペース「コミマル」の運営を通じ
て地域住民が集える拠点を提供することで解決し、活気ある地域社会を取り戻すことを目指す。
買い物の利便性の向上や空き家問題の解決だけでなく、「コミマル」を中心に自治体との連携を
強化しながら、人々が交流し、支え合う仕組みをつくることで、持続可能かつ活力ある地域社会の
実現に貢献する。

空き家を活用したコミマル事業　
リスクマネジメント研究室

メンバー： 西田 匠見 ( 海洋政策科学部 3年 )／瀬尾 大地 ( 海洋政策科学部 3年 )／
高橋 翔丸 ( 海洋政策科学部 3年 )／山野 萌々香 ( 海洋政策科学部 3年 )／
佐藤 菜々子 ( 海洋政策科学部 3年 )

代表：西田 匠見（海洋政策科学部 3年）

探究学習を指導する高校教員の「テーマや問いを生徒に効果的に設定させるためのサポート方法
を学べる教材がなく、適切な指導法を「手探りで」「長い時間と莫大な手間をかけて」独自に開発し
なければならない」という課題を、全国の高校生の探究事例を集めたデータベースを構築し、それ
を基に AI が各学校や生徒に適した指導法を自動生成するプラットフォームを開発する。

高校の先生向け
探究学習支援プラットフォーム作成事業

Standy

メンバー： 大西 拓斗（法学部 2 年）／柳下 直輝（国際人間科学部 4 年）

代表：大西 拓斗（法学部 2 年）

「推し活をしている人」の「推し活を一緒に楽しめる友達が身近にいない」という課題を、「友達を
探す目的や友達の条件等に応じた最適なマッチングをアプリ上で生み出す」ことで解決する。

推し活のプラットフォーム事業
Oshimore

メンバー： 池口 隆太（経営学部 4 年）／澤口 景匠（経営学部 3年）

代表：池口 隆太（経営学部 4 年）

就職活動、サークル、アルバイトなど並行して時間がない中、多くの論文を読まなければならない
という課題を持つ大学生向けに、AI を活用した論文解説アニメーション自動生成サービスを提
供し、論文理解の効率を劇的に向上させる。限られた時間で最大限の学習成果を期待できる、次
世代の学習支援プラットフォームである。

大学生向け論文アニメーション事業
『EasyReady』

EasyReady

メンバー： 曽根 美櫻（経営学研究科 修士1年）

代表：曽根 美櫻（経営学研究科 修士1年）

環境負荷の低い生産方法で作る水素の価格が高いという課題をシロアリの特性を活かした水素
生産方法で解決する。シロアリは木材を分解する中で、腸内微生物から水素を生成する。この能力
を、シロアリの養殖技術と水素生成効率化技術を組み合わせ、「水素社会の本格的到来」・「エネ
ルギー自給率の向上」・「日本の林業の活性化」に貢献していく。

シロアリ由来の水素生成事業
HIM

メンバー： 髙橋 英眞（農学部 2 年）／笠置 涼（農学部 3 年）／

篠原 大輝（経営学部 4 年）

代表：髙橋 英眞（農学部 2 年）

2023 年度に国が示した方針により、部活動の地域移行が全国で進められています。中学部活動
の地域移行化により部活動が終了し、部活動に参加できない中学生の、近隣にて指導者のもと、
仲間とスポーツ・文化活動を気軽にできる受け皿がないという課題を、大学生指導者が運営する
スポーツチームと中学生をマッチングするプラットフォームを提供して解決するビジネスです。

中学生のための
スポーツチームマッチング事業

Plastruclub

メンバー： 森下 日菜子（経営学部 2 年）／笹子 ゆかり（理学部 2 年）

代表：森下 日菜子（経営学部 2 年）

本サービスは、初めて親を亡くしたビジネスマンの、行政手続きに時間と労力を割いて1 人でリ
サーチ、記入、提出をしなければならないという課題を、完全オンラインで一括管理・自動化する
Web サービスを開発することで解決するビジネスです。マイナンバーカードを活用し、AI が必要
な手続きを自動判定し、役所や金融機関への訪問を不要にし、時間的・心理的負担を軽減します。

親の死亡に係る
行政手続きの自動化事業

Farewell Care

メンバー： 森田 湧斗（経営学部1年）／嶋田 早希（経済学部1年）／

吉村 優輝（経済学部1年）

代表：森田 湧斗（経営学部1年）
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Panel of Judges審査員 Panel of Judges審査員

荻野 浩輝 Koki OGINO

（※五十音順 敬称略） （※五十音順 敬称略）

一般社団法人 AgVenture Lab 代表理事理事長
農林中央金庫 特別参与
神戸大学 客員教授

上原 仁 Jin UEHARA

Coalis Inc. ジェネラルパートナー
神戸大学 客員教授

寺田 有美子 Yumiko TERADA

アーカス総合法律事務所 弁護士
神戸大学 客員教授 

蔭山 広明 Hiroaki KAGEYAMA

神戸大学 産官学連携本部 副本部長
大学院 科学技術イノベーション研究科 教授

 

1998 年経営学部卒業。NTT にてインターネット事業開発に従事の後、

2006 年株式会社マイネットを創業し代表就任。祖業のソーシャル

ニュースをヒットさせ、立ち上げたマーケティングSaaS 事業を黒字化

の後ヤフージャパンにM&A。その後スマートフォンゲームのM&Aロー

ルアップ市場を開発して急成長を遂げ 2015 年東証マザーズ上場、

2017年東証一部鞍替え。2024年同社の全役職を退任。スタートアッ

プと大企業の戦略投資・M&Aを促進するプロジェクト Coalis を創業。

1990 年 4 月農林中央金庫入庫。2000 年にカリフォルニア大学

バークレー校でインターネットビジネスを学ぶ。システム企画部・

リスク管理業務・データマネジメントの責任者を経て、2017 年 7

月デジタルイノベーション推進部新設、現職。併せて農業や社会の

課題を解決するイノベーションの創発のため 2019 年 5 月に設立

された JA グル ープのオープンイノベーションラボ「AgVenture 

Lab」の代表理事を務める。

外資系投資銀行等でのM&A 助言・企業金融業務を経て、アシック

スにて海外企業買収、CVC 代表として世界 10 か国 30 社のベン

チャー出資と国内外でのアクセラレータ開催等の事業開発業務を歴

任し、2022 年より現職。東京大学農学部卒、ペンシルバニア大学

ウォートンスクール MBA。

 北海道大学法学部卒業。2005 年弁護士登録。都市型公設事務所

での勤務や離島での法律事務所支所長を経験した後、独立。2013

年頃からは、関西のインキュベーションオフィス「Global Venture 

Habitat Osaka」の法務サポーターを務め、以降、多くの起業家支

援に携わる。2017 年以降は、IT 企業、社会課題解決型事業等、複数

の企業の社外役員を兼務し、幅広い分野での活動を展開している。

松本 直人 Naoto MATSUMOTO

株式会社神戸大学キャピタル
取締役 投資委員

出口 幸治 Koji DEGUCHI

神戸市経済観光局
新産業創造 課長

松本 光史 Mitsufumi MATSUMOTO

株式会社三井住友銀行
成長事業開発部 部長

2000 年 4月、神戸市入庁。商店街の振興、固定資産土地評価、神戸

医療産業都市のバックオフィス業務等を担当。その後、港湾局でイベ

ント業務、国際課でウクライナ避難民対応等に従事し、2024 年 4

月より現職。

2002 年神戸大学経済学部卒業後フューチャーベンチャーキャピ

タル株式会社入社。2016 年に同社代表取締役社長に就任。2022

年同社社長を退任し、株式会社 ABAKAM を設立。

1995 年現三井住友銀行入行。2006 年に現 SMBC ベンチャー

キャピタルに出向、以降、関西地区で投資活動に従事。2024 年 4

月から現職。スタートアップ個社支援及び関西エコシステム形成支援

に取り組む。
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Coalis Inc. ジェネラルパートナー
神戸大学 客員教授

寺田 有美子 Yumiko TERADA

アーカス総合法律事務所 弁護士
神戸大学 客員教授 

蔭山 広明 Hiroaki KAGEYAMA

神戸大学 産官学連携本部 副本部長
大学院 科学技術イノベーション研究科 教授

 

1998 年経営学部卒業。NTT にてインターネット事業開発に従事の後、

2006 年株式会社マイネットを創業し代表就任。祖業のソーシャル

ニュースをヒットさせ、立ち上げたマーケティングSaaS 事業を黒字化

の後ヤフージャパンにM&A。その後スマートフォンゲームのM&Aロー

ルアップ市場を開発して急成長を遂げ 2015 年東証マザーズ上場、

2017年東証一部鞍替え。2024年同社の全役職を退任。スタートアッ

プと大企業の戦略投資・M&Aを促進するプロジェクト Coalis を創業。

1990 年 4 月農林中央金庫入庫。2000 年にカリフォルニア大学

バークレー校でインターネットビジネスを学ぶ。システム企画部・

リスク管理業務・データマネジメントの責任者を経て、2017 年 7

月デジタルイノベーション推進部新設、現職。併せて農業や社会の

課題を解決するイノベーションの創発のため 2019 年 5 月に設立

された JA グル ープのオープンイノベーションラボ「AgVenture 

Lab」の代表理事を務める。

外資系投資銀行等でのM&A 助言・企業金融業務を経て、アシック

スにて海外企業買収、CVC 代表として世界 10 か国 30 社のベン

チャー出資と国内外でのアクセラレータ開催等の事業開発業務を歴

任し、2022 年より現職。東京大学農学部卒、ペンシルバニア大学

ウォートンスクール MBA。

 北海道大学法学部卒業。2005 年弁護士登録。都市型公設事務所

での勤務や離島での法律事務所支所長を経験した後、独立。2013

年頃からは、関西のインキュベーションオフィス「Global Venture 

Habitat Osaka」の法務サポーターを務め、以降、多くの起業家支

援に携わる。2017 年以降は、IT 企業、社会課題解決型事業等、複数

の企業の社外役員を兼務し、幅広い分野での活動を展開している。

松本 直人 Naoto MATSUMOTO

株式会社神戸大学キャピタル
取締役 投資委員

出口 幸治 Koji DEGUCHI

神戸市経済観光局
新産業創造 課長

松本 光史 Mitsufumi MATSUMOTO

株式会社三井住友銀行
成長事業開発部 部長

2000 年 4月、神戸市入庁。商店街の振興、固定資産土地評価、神戸

医療産業都市のバックオフィス業務等を担当。その後、港湾局でイベ

ント業務、国際課でウクライナ避難民対応等に従事し、2024 年 4

月より現職。

2002 年神戸大学経済学部卒業後フューチャーベンチャーキャピ

タル株式会社入社。2016 年に同社代表取締役社長に就任。2022

年同社社長を退任し、株式会社 ABAKAM を設立。

1995 年現三井住友銀行入行。2006 年に現 SMBC ベンチャー

キャピタルに出向、以降、関西地区で投資活動に従事。2024 年 4

月から現職。スタートアップ個社支援及び関西エコシステム形成支援

に取り組む。
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